
【著者】近藤  倫彦（こんどう ・のりひこ）
昭和18年３月10日生まれ。
清流矢部川のほとりで生まれる。夏は水泳、
魚釣りなどで過ごし、冬はスズメやカワラ
ヒワを捕って過ごす。
八女高等学校を卒業後、福岡学芸大学に
進学・卒業。その後、３年間、大阪府高槻
市立中学校、小学校に就職。その後帰郷、
八女市の小学校に就職。転々とする。
退職後は釣りに行ったりしながら、野生の
植物の花の写真を撮る。最近では矢部村
に集中して花の写真を撮る。ここ２年間は
矢部村の虫の写真を撮っている。
2008年８月、八女市矢部村日向神ダム
湖畔でバージニアツユクサを発見。
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月　釈迦岳のブナの芽吹きが花 の々スイッチを入れていきます／５月 皐月　谷を渡
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自然溢れる奥八女で春夏秋冬の
花 を々愛でながら散歩するような
福岡県八女市山間部「奥八女」。
ダム湖から福岡県最高峰 釈迦岳までの
標高差は約1000ｍ。
人知れず咲き誇る花々たちの一つの記録。
2008年～2021年の中で撮影された1100種を超える植物たち。
これらの中には、いつの間にか姿を見せなくなったものも存在す
る。流れる四季の中で力強く咲き続ける花々、静かに淘汰されゆく
花々。そのすべては、確かにここにいた。
2008年、日向神ダム湖畔、矢部川河岸に定着していた外来種バー
ジニアツユクサを日本で初めて発見した著者による、奥八女（八女市
黒木町松瀬ダム付近から矢部村全域）の植物たちの記録写真集。
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福岡県八女市山間部「奥八女」。
ダム湖から福岡県最高峰 釈迦岳までの
標高差は約1000ｍ。
人知れず咲き誇る花々たちの一つの記録。
2008年～2021年の中で撮影された1100種を超える植物たち。
これらの中には、いつの間にか姿を見せなくなったものも存在す
る。流れる四季の中で力強く咲き続ける花々、静かに淘汰されゆく
花々。そのすべては、確かにここにいた。
2008年、日向神ダム湖畔、矢部川河岸に定着していた外来種バー
ジニアツユクサを日本で初めて発見した著者による、奥八女（八女市
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